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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
　集団感染の発生により水道事業者が訴えられ、損害賠償責任が認められた場合がある。�①神奈川県足柄下郡簡易水道における腸チフスの集団発生(S56横浜地裁、S59東京高裁)�②埼玉県しらさぎ幼稚園飲用井戸0-157による死亡(H8浦和地裁)�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
　今日、環境汚染物質は、天然物由来、発生源由来、副生成物等多種多様。リスク管理の観点からは、検出状況も踏まえた効率的、合理的な検査を行うことが必要。

　追いかけるべき項目が多く、水道事業体の負荷も大きいので、効率的な測定手法の確立に向けて継続的な検討が必要。

[参考]

　水道局は要請のない水質検査や水質検査をして料金徴収をすることはない(このような場合は詐欺)。

　水道以外の飲用井戸等(給水人口100人以下)には水道法第20条に基づく検査義務がかからない。�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
従来、水質基準を満たしているかどうかは、製品である水道水の定期的検査で確認したが、クリプトについては、浄水で発見されてからでは、クリプトスポリジウム症の発生を防止することはできない可能性が高くなることから、前段階の、浄水の施設整備、運転管理、原水水質検査、等を適切に実施することで、クリプトスポリジウム症の発生を未然に防止している。�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
　嫌気性芽胞菌は、塩素に対する耐性があるため、下水混入の指標として有用。

　経験的には、ろ過の結果として濁度が0.1以下になれば、水道水に由来し、クリプトスポリジウムによる集団汚染が生じることはない。

　H18.5に給水人口35万人の用供(津軽広域水道用水供給事業)で濁度が0.1以下とならず(最高0.48)、飲用制限した事案有り。多量の雪止め水の流入によるアルカリ度不足等が原因か。 



[参考]

　クリプトスポリジウム未対策浄水施設のうち給水人口10万人以上のもの：松山市かきつばた浄水場(12.7万人、19年度までに膜ろ過)�
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